
廃
止
設
備
の
有
効
活
用
で

運
用
性
の
向
上
と

コ
ス
ト
競
争
力
を
強
化

東新潟火力発電所5号機（緊急設置電源）／2011年に発生した東日本大
震災の影響により、太平洋側の火力発電所が甚大な被害を受け供給力が
大幅に減少したため、震災の翌年に運転開始（33.9万kW）。
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当
社
は
、
保
有
す
る
発
電
設
備
の
ス
リ

ム
化
に
よ
る
効
率
化
や
競
争
力
強
化
、
環

境
性
向
上
な
ど
の
観
点
か
ら
、
経
済
性
が

低
下
し
て
い
た
り
、
経
年
化
が
進
ん
で
い
る

発
電
設
備
の
休
廃
止
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
東
新
潟
火
力
発
電
所
５
号
機
と
秋
田
火

力
発
電
所
５
号
機
は
、
東
日
本
大
震
災
後

の
早
期
の
供
給
力
確
保
を
目
的
に
設
置
し

た
緊
急
用
電
源
と
し
て
、
主
に
電
力
需
要

が
高
ま
る
ピ
ー
ク
時
間
帯
に
活
用
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
の
需
要
動
向
や
新
た
な
電

源
の
開
発
計
画
、
な
ら
び
に
設
備
の
維
持

費
用
の
見
通
し
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
廃
止

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
廃
止
を
進
め
る

一
方
で
、
廃
止
設
備
の
有
効
活
用
を
図
る
観

点
か
ら
、
使
用
し
て
い
た
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
に

つ
い
て
、
運
転
開
始
か
ら
約
20
年
が
経
過
し

て
い
る
東
新
潟
火
力
発
電
所
４‒

１
号
系
列

へ
の
転
用
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
新
し
い
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
設
置

す
る
よ
り
も
工
事
費
の
抑
制
が
図
ら
れ
る

と
と
も
に
、
燃
料
消
費
量
・
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量

に
つ
い
て
、
年
間
約
５
％
の
削
減
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

能
代
3
号
・
上
越
1
号

高
効
率
火
力
発
電
所
の
開
発
で

環
境
負
荷
低
減
に
寄
与

　
当
社
は
経
年
化
が
進
む
火
力
設
備
の
代

替
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
経
済
性
や
環
境
性

に
優
れ
た
火
力
電
源
の
開
発
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
２
０
１
６
年
１
月
よ
り
新
設
工
事
を
進

め
て
い
る
能
代
火
力
発
電
所
３
号
機
（
２
０

２
０
年
６
月
運
転
開
始
予
定
）は
、タ
ー
ビ
ン

を
回
す
際
に
使
用
す
る
蒸
気
温
度
が
６
０

０
℃
と
な
り
、
熱
効
率
約
44
・
８
％
を
見
込

ん
で
い
る
ほ
か
、
賦
存
量
が
多
く
石
炭
灰
の

発
生
が
少
な
い
亜
瀝
青
炭
の
使
用
拡
大
を

図
り
、
資
源
の
有
効
活
用
お
よ
び
廃
棄
物
発

生
量
の
低
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
上
越
火
力
発
電
所
１
号
機
（
２
０

１
９
年
５
月
着
工
、
２
０
２
３
年
６
月
運
転

開
始
予
定
）は
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
燃
料
と
す
る
高
効

率
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
設
備
を
採

用
す
る
こ
と
で
当
社
最
高
の
熱
効
率
63
％

以
上
を
目
指
し
、
化
石
燃
料
の
節
約
と
Ｃ
Ｏ2

排
出
抑
制
な
ど
の
環
境
負
荷
の
低
減
に
寄

与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ガ
ス
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
の

導
入
な
ど
に
よ
る

弛
ま
ぬ
熱
効
率
向
上
の
取
り
組
み

　
火
力
発
電
に
お
け
る
熱
効
率
の
向
上
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
有
効
利
用
と
と
も
に
、

国
内
初
の
試
み
を
や
り
遂
げ

運
用
性
向
上
に
貢
献
を

　
５
号
機
廃
止
後
、そ
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
４
-１
号
系

列
に
転
用
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。廃
止
後
の
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
を
他
の
運
転
中
の
プ
ラ
ン
ト
の
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
と
取
り
替
え
る
工
事
は
、国
内
初
の
試
み
で
あ
り
、こ

の
転
用
に
よ
っ
て
燃
料
消
費
量
は
年
間
２
万
t
程
度
、

Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
は
年
間
６
万
ｔ
程
度
の
削
減
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
こ
の
転
用
工
事
は
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
丸
ご
と
載

せ
替
え
る
よ
う
な
も
の
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、単
純
な

載
せ
替
え
で
は
な
く
、転
用
先
の
排
熱
回
収
ボ
イ
ラ
や

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
と
う
ま
く
協
調
し
て
発
電
さ
せ
る
た
め

に
全
面
的
な
再
設
計
が
必
要
で
す
。ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
搬

出
入
な
ど
大
規
模
な
工
事
と
な
る
た
め
、設
計
の
遅
れ

や
工
事
中
の
万
が
一
の
事
故
に
よ
り
工
事
が
長
期
化
し
た

場
合
、発
電
に
支
障
を
き
た
し
か
ね
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う

な
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、入
念
に
事
前
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
も
発
電
設
備
の
熱
効
率
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
転

用
は
国
内
初
の
試
み
で
大
変
な
業
務
で
す
が
、発
電
コ
ス

ト
や
環
境
負
荷
の
低
減
が
図
ら
れ
、安
定
し
た
電
力
の

供
給
に
貢
献
で
き
る
た
め
、強
く
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。無
事
に
や
り
遂
げ
、運
用
性
が
よ
く
収
益
向
上
に

寄
与
す
る
設
備
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

■当社火力発電所の熱効率の推移（低位発熱量基準）

「より、そう、ちから。」を

カタチに

環境負荷低減と
経済性に優れた電源開発

　環境負荷を抑えつつ、良質で低廉な電気を安定的に供給するため、
当社は新たな火力発電設備の計画・建設を進めています。

世界最高水準の熱効率を達成した新仙台火力発電所３号系列や、
能代火力発電所３号機などの新規火力電源の開発とともに、

廃止設備の有効活用、工事費の抑制、発電所運用コストの低減など、
さまざまな方法によりコスト競争力の強化にも努めています。

▽ 

お
客
さ
ま
・
地
域
社
会
の
声
に
お
応
え
す
る  

◎ 

最
適
な
電
源
構
成
に
よ
る
コ
ス
ト
競
争
力
の
強
化  

◎ 

低
炭
素
社
会
の
実
現

東
新
潟
火
力
発
電
所 
コ
ン
バ
イ
ン
ド
技
術
グ
ル
ー
プ

　
　
小
山 
一
直

お
や
ま 

　  
か
ず
な
お

東新潟火力発電所全景

65

60

55

50

45

40

35
1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2016 2017 2023

新潟3号
40.4

新仙台2号
42.0

東新潟3号系列
48.6

東新潟4－1号系列
55.6 東新潟4－2号系列

55.8

仙台4号
約58

新仙台3号系列
60以上

上越1号
（63以上）

（年度）

熱効率（％）

国内初の事業用大容量
ガスコンバインドサイクル発電

46.2
（2017）

設計火力熱効率推移（定格出力設計値） 既設火力の総合熱効率推移（ガス・石炭・石油火力の運用実績）
Ｃ
Ｏ2
の
排
出
抑
制
に
も
貢
献
す
る
こ
と
か

ら
、
当
社
は
熱
効
率
の
高
い
火
力
発
電
技

術
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
1
9
8
5
年
、
東
新
潟
火
力
発
電
所
３

号
系
列
（
国
内
初
の
事
業
用
大
容
量
ガ
ス

コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
）
で
は
、

当
時
の
世
界
最
高
水
準
で
あ
る
約 

48
％
の

熱
効
率
を
達
成
。
そ
の
後
も
各
発
電
所
で

高
い
熱
効
率
を
実
現
し
、
2
0
1
6
年
7

月
、
新
仙
台
火
力
発
電
所
３
号
系
列
で
は
、

世
界
最
高
水
準
と
な
る
熱
効
率 

60
％
以
上

を
達
成
し
ま
し
た
。

能代火力発電所3号機 発電機搬入の様子
（2018年7月）
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と
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
そ

の
他
の
敷
地
内
断
層
の
活
動
性
評
価
や
発

電
所
の
設
備
に
関
す
る
審
査
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
一
定
の
期
間
を
要
す
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
審
査
と
並
行
し
て
鋭
意
取
り
組
ん

で
い
る
安
全
対
策
工
事
に
つ
い
て
は
、
審
査

の
過
程
で
得
ら
れ
た
知
見
・
評
価
を
適
宜
反

映
し
な
が
ら
、
設
計
や
工
事
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
安
全
対
策
全
体

の
工
事
工
程
を
あ
ら
た
め
て
評
価
し
た
結

果
、
女
川
２
号
機
に
つ
い
て
は
「
２
０
２

０
年
度
」、
東
通
１
号
機
に
つ
い
て
は
「
２

０
２
１
年
度
」
の
工
事
完
了
を
目
指
し
て

工
事
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
当
社
と
し
て
は
、
新
た
な
工
事
完
了
時

期
に
向
け
て
、
適
合
性
審
査
や
安
全
対
策

工
事
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
得

な
が
ら
、
工
事
完
了
後
、
準
備
が
整
っ
た

段
階
で
の
再
稼
働
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
当
社
は
、
新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
同
基
準
や
最
新
の

知
見
等
を
踏
ま
え
た
安
全
対
策
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
女
川
原
子
力
発
電
所
２
号
機

に
つ
い
て
は
２
０
１
８
年
度
後
半
、
東
通

原
子
力
発
電
所
１
号
機
に
つ
い
て
は
２
０

１
９
年
度
の
工
事
完
了
を
目
指
し
て
き
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
女
川
２
号
機
に
つ
い
て

は
、
基
準
地
震
動
や
基
準
津
波
等
に
対
し

「
概
ね
妥
当
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
」
と

の
評
価
を
受
け
る
な
ど
、
審
査
は
着
実
に

進
捗
し
て
い
る
も
の
の
、
発
電
所
の
設
備

に
関
す
る
審
査

に
つ
い
て
は
、

今
後
も
一
定
の

期
間
を
要
す
る

も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
東
通

１
号
機
に
つ
い

て
も
、
原
子
炉

建
屋
な
ど
の
耐

震
重
要
施
設
等

の
直
下
に
あ
る

断
層
の
活
動
性

評
価
に
関
わ
る

当
社
の
考
え
方

や
説
明
内
容
に

つ
い
て
、「
概
ね

妥
当
な
検
討
が

な
さ
れ
て
い
る
」

原
子
力
発
電
の
必
要
性
と

安
全
性
向
上
に
向
け
た

当
社
の
取
り
組
み

　
原
子
力
発
電
は
、発
電
時
に
二
酸
化
炭
素

を
出
さ
ず
、燃
料
で
あ
る
ウ
ラ
ン
の
調
達
が

安
定
し
て
お
り
、火
力
燃
料
費
の
低
減
が
期

待
で
き
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
社
は
安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
に
、今
後

も
一
定
の
割
合
で
原
子
力
を
活
用
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
、２
０
１
３
年
７
月
に
施
行
さ

れ
た
新
規
制
基
準
の
枠
組
み
に
と
ど
ま
る

こ
と
な
く
、発
電
所
の
特
性
と
最
新
の
知
見

を
反
映
し
た
自
主
的
な
取
り
組
み
を
継
続

し
、今
後
も
さ
ら
な
る
安
全
性
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

女
川
２
号
機
・
東
通
１
号
機
の

安
全
対
策
工
事
完
了
時
期
の

見
直
し
に
つ
い
て

安全性確保を大前提とした
原子力発電の活用

　当社は、原子力発電所の安全性向上に向け、
新規制基準への適合にとどまることなく、

ハード・ソフト両面からの安全対策に取り組んでいます。
また、地域の皆さまとの対話を通じた

双方向のコミュニケーション活動の充実・強化を図り、
相互理解と信頼関係構築に努めています。

今後も、地域の皆さまの声を発電所運営に生かすとともに、
さらなる安全と安心を目指した取り組みを継続していきます。

▽ 

お
客
さ
ま
・
地
域
社
会
の
声
に
お
応
え
す
る  

◎ 

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

■安全性向上に向けた取り組み

▲

2011.3.11
　東日本大震災

❶緊急安全
　対策等

❷規制要求事項
　への対応

　

❸「自主的安全性向上」
　に向けた対策

は
川
女
い
近
も
最
に
源
震

止
停
温
冷
き
働
が
能
機
全
安

を
見
知
新
最
と
性
特
の
所
電
発

ル
ベ
レ
全
安
る
な
ら
さ
た
し
映
反

を
故
事
な
様
同
と
一
第
島
福

ル
ベ
レ
全
安
い
な
さ
こ
起

合
適
の
へ
準
基
制
規
新

福島第一事故の教訓や
女川の震災経験の反映 新規制基準への対応

女川原子力発電所
防潮堤の実施例

・想定津波の高さを 23.1m と
  評価

・これを踏まえた防潮堤かさ
  上げが必要と判断

・海抜約 29m の防潮堤かさ上げ工事を
  実施中

・これにより、約６mの裕度を確保

「質の高いリスクマネジメント」
  に基づく取り組み

▲

現状

安全対策工事の完了時期
従来 見直し後

女川２号機 2018年度後半 2020年度
東通１号機 2019年度 2021年度➡

■安全対策工事の完了時期の見直し

信
頼
関
係
構
築
に
向
け
た

双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
展
開

　
当
社
は
、「
原
子
力
発
電
に
は
リ
ス
ク
が

あ
る
」と
の
前
提
に
立
ち
、
地
域
の
方
々
と

の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
リ
ス
ク
情
報
の
共
有
を
図
り
、

地
域
の
方
々
の
原
子
力
に
対
す
る
ご
懸
念

や
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、リ
ス
ク
低

減
に
向
け
た
取
り
組
み
に
生
か
し
て
い
く

こ
と
で
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
で
す
。

　
当
社
は
、こ
れ
ま
で
継
続
的
に
展
開
し
て

き
た
全
戸
訪
問
対
話
活
動
や
発
電
所
見
学
会

な
ど
を
通
じ
、今
後
も
原
子
力
の
リ
ス
ク
情

報
や
そ
の
低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
丁
寧
に
説
明
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々

の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、双
方
向
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、社
外
の
有
識
者
の
方
々
な
ど
の
声

を
原
子
力
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り

込
み
な
が
ら
、社
員
一
人
ひ
と
り
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
向
上
や
、各
種
リ

ス
ク
情
報
を
整
理
す
る
な
ど
、今
後
も
継
続

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
強
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
当
社
は
、さ
ら
な
る
原
子
力
の
安
全
性
向

上
に
は
、
組
織
的
・
体
系
的
な「
質
の
高
い

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
確
立
・
強
化
が

必
要
と
考
え
、社
内
体
制
の
整
備
・
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
２
０
１
４
年
７
月
に
経
営
ト
ッ
プ
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト（
強
い
意
志
・
関
与
）を
強

化
す
る
た
め
、
社
長
を
委
員
長
と
す
る「
原

子
力
リ
ス
ク
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
本
委
員
会
で
は
、
原
子
力
リ
ス
ク
の
分

析
・
評
価
や
リ
ス
ク
低
減
に
向
け
、必
要
な

対
応
策
お
よ
び
地
域
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
審
議
す
る
な

ど
、当
社
に
お
け
る
原
子
力
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
全
般
に
つ
い
て
指
揮
・
管
理
を
し

て
い
き
ま
す
。

女川原子力発電所では、フィルター付格納容器
ベント設備の設置工事を進めています

東通原子力発電所（青森県東通村）

女川原子力 PR センターでは、模型や
パネルなどで原子力発電の仕組みを分
かりやすく紹介しています



●
設
備
面（
ハ
ー
ド
面
）の
取
り
組
み

　
当
社
原
子
力
発
電
所
で
は
、　
万
一
の
事

故
の
進
展
に
応
じ
た
対
策
を
と
る
「
深
層
防

護
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。深
層

防
護
と
は
、
事
故
の
発
生
を
食
い
止
め
る
、

万
一
の
事
故
に
至
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
環

境
へ
の
放
射
線
影
響
を
拡
大
さ
せ
な
い
な

ど
、
事
態
の
進
展
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段

階
ご
と
に
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要

な
対
策
を
準
備
す
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　
女
川
原
子
力
発
電
所
で
は
、
現
在
、
地
震

対
策
と
し
て
、
基
準
地
震
動
S
ｓ（
１
０
０

０
ガ
ル
）
の
揺
れ
に
対
し
て
も
重
要
施
設
の

損
傷
を
防
止
す
る
耐
震
強
化
を
行
い
、
ま

た
、
津
波
対
策
と
し
て
防
潮
堤
の
か
さ
上
げ

工
事
（
海
抜
約
29
メ
ー
ト
ル
、
全
長
約
８
０

０
メ
ー
ト
ル
）
や
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
過

圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
に
行
う
ベ
ン
ト

の
際
、
放
射
性
物
質
の
放
出
を
抑
制
す
る
、

フ
ィ
ル
タ
ー
付
格
納
容
器
ベ
ン
ト
設
備
の

設
置
工
事
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

安
全
対
策
工
事
と
継
続
的
な

訓
練
で
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
か
ら
安
全
対
策
を
強
化
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２
０
１
８
年
２
月
、「
地
域
の
ご
理
解
、

ご
信
頼
を
得
る
た
め
の
具
体
的
な
活
動
状

況
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、「
原
子
力
の

あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
本
会
議
は
、
原
子
力
全
般
の

課
題
に
関
し
て
、
大
学
教
授
や
企
業
代
表

者
な
ど
社
外
の
有
識
者
の
方
々
か
ら
幅
広

く
助
言
を
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
２

０
１
１
年
10
月
に
設
置
し
た
も
の
で
、
こ

れ
ま
で
に
８
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
議
で
は
、
は
じ
め
に
、
当
社
原
子
力

発
電
所
の
再
稼
働
に
向
け
、
全
社
員
が
心

を
一
つ
に
「
再
出
発
す
る
」
と
い
う
強
い

決
意
の
下
で
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

地
域
の
皆
さ
ま
の
声
を

発
電
所
運
営
に
生
か
す

全
戸
訪
問
対
話
活
動

　
当
社
は
、
原
子
力
事
業
者
と
し
て
業
務

を
運
営
し
て
い
く
上
で
、双
方
向
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
地
域
の
皆
さ
ま

の
声
を
聞
く
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
て
お

り
、
女
川
原
子
力
発
電
所
・
東
通
原
子
力

発
電
所
で
は
年
２
回
、
発
電
所
員
が
立
地

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
家
庭
を
一
軒
一
軒
訪

問
す
る
活
動
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
発
電
所
に
関
す
る
情
報
を
お

知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
貴
重
な
ご
意
見
を
直
接
伺
う
こ
と
で
、

今
後
の
発
電
所
の
運
営
に
反
映
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
た
顔
の
見
え
る
活
動
で
す
。

2
0
1
8
年
7
月
に
は
、
女
川
原
子
力
発

電
所
で
約
３
９
０
０
世
帯
（
女
川
町
と
石

巻
市
牡
鹿
半
島
部
）、
ま
た
、
同
年
5
月
か

ら
6
月
に
か
け
て
は
、
東
通
原
子
力
発
電

所
で
約
2
8
0
0
世
帯
（
東
通
村
）
を
訪

問
し
ま
し
た｡

今
後
も
、
こ
れ
ら
の
活
動

を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
信
頼
い

た
だ
け
る
、
地
域
に
根
ざ
し
た
発
電
所
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施

組
織
的
・
体
系
的
な

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

確
立
・
強
化

　
当
社
は
、さ
ら
な
る
原
子
力
の
安
全
性
向

上
に
は
、
組
織
的
・
体
系
的
な「
質
の
高
い

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
確
立
・
強
化
が

必
要
と
考
え
、社
内
体
制
の
整
備
・
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
２
０
１
４
年
７
月
に
経
営
ト
ッ
プ
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト（
強
い
意
志
・
関
与
）を
強

化
す
る
た
め
、
社
長
を
委
員
長
と
す
る「
原

子
力
リ
ス
ク
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
本
委
員
会
で
は
、
原
子
力
リ
ス
ク
の
分

析
・
評
価
や
リ
ス
ク
低
減
に
向
け
、必
要
な

対
応
策
お
よ
び
地
域
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
審
議
す
る
な

ど
、当
社
に
お
け
る
原
子
力
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
全
般
に
つ
い
て
指
揮
・
管
理
を
し

て
い
き
ま
す
。
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地
域
の
皆
さ
ま
の
安
心
と

さ
ら
な
る
安
全
の
た
め
に

女
川
原
子
力
発
電
所
　
保
全
部
原
子
炉
グ
ル
ー
プ

　
副
長  

吉
川 
祐
明 

「より、そう、ちから。」を

カタチに

き
っ
か
わ
　
ひ
ろ
あ
き

　
現
在
、
女
川
原
子
力
発
電
所
で
は
、
新
規
制
基
準
に
適

合
す
る
た
め
の
安
全
対
策
工
事
を
進
め
て
お
り
、私
は
２

号
機
の
原
子
炉
関
連
の
機
械
設
備
に
関
す
る
保
守
管
理

業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。安
全
対
策
工
事
の
う
ち
、
原

子
炉
建
屋
内
へ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
付
格
納
容
器
ベ
ン
ト
装

置
の
設
置
は
国
内
で
も
前
例
の
な
い
取
り
組
み
で
す
。事

前
に
協
力
会
社
が
製
作
し
た
Ｃ
Ｇ
動
画
を
利
用
し
、
詳

細
な
搬
入
計
画
を
立
て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。さ
ら
に
、

所
内
の
関
係
各
社
と
綿
密
な
工
程
調
整
を
行
い
、２
０
１

８
年
８
月
に
全
３
基
中
２
基
を
搬
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。工
事
中
は
、
装
置
を
設
置
す
る
部
屋
に
Ｃ
Ｇ
動

画
を
視
聴
す
る
モ
ニ
タ
を
取
り
付
け
、作
業
員
が
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。動
画
で
進
捗
状
況
を
確
認
で

き
る
の
で
、管
理
す
る
上
で
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
こ
ん
に
ち
は
訪
問
」な
ど
で
地
域
の
皆
さ
ま
と

お
話
を
す
る
機
会
が
あ
る
時
は
設
備
や
工
事
の
話
題
は

ど
う
し
て
も
難
し
く
受
け
止
め
ら
れ
が
ち
で
す
が
、安
全

対
策
の
実
施
状
況
を
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
お
伝
え
で

き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。原
子
力
発
電
所
の
安
全
対

策
は
、
多
種
多
様
な
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
に
加
え
、
そ

れ
ら
設
備
を
適
切
に
運
用
す
る
た
め
の
訓
練
を
積
み
重

ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。地

域
の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、今
後
も
継

続
的
に
工
事
や
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地域の皆さまからご理解やご信頼をいただくための考え方やアイデアなどについて、
活発な意見交換が行われた

理
解
や
ご
信
頼
を
い
た
だ
く
た
め
の
活
動

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
説
明

し
、
そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
有
識
者
の
方
々
か
ら
は
、「
時
代
と
と
も

に
社
会
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

世
代
や
性
別
な
ど
に
よ
っ
て
何
を
不
安
に

思
う
か
も
異
な
る
。
相
手
の
問
題
意
識
や

関
心
を
捉
え
た
対
話
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
」
な
ど
の
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
社
は
、
本
会
議
に
お
け
る
意
見
や
助

言
の
内
容
を
踏
ま
え
、
今
後
も
地
域
の
皆

さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

充
実
・
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

代替注水車のホース接続訓練の様子（女川原子力発電所）水源確保訓練の様子（東通原子力発電所）

女川原子力発電所に設置された
フィルター付格納容器ベント設備

女川原子力発電所「こんにちは訪問」

東通原子力発電所「全戸訪問対話活動」

原
子
力
発
電
に
つ
い
て
の

詳
し
い
情
報
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
東
通
原
子
力
発
電
所
で
も
、
緊
急
時
に
必

要
な
冷
却
水
を
確
保
す
る
た
め
の
淡
水
貯

水
槽
（
約
3
6
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
×
３

基
）
の
設
置
工
事
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
両
発
電
所
と
も
に
、
運
転
停
止
中
の

安
全
維
持
点
検
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
点

検
な
ど
、
プ
ラ
ン
ト
設
備
の
保
守
管
理
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
運
用
面（
ソ
フ
ト
面
）の
取
り
組
み

　
設
備
面
の
安
全
対
策
を
確
実
に
機
能
さ

せ
る
た
め
、
機
器
の
操
作
手
順
を
整
備
し
た

上
で
、
徹
底
し
た
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
順
書
に
基
づ
き
、
発
電
所
対
策
本
部
の
運

営
や
通
報
連
絡
、
原
子
炉
へ
の
注
水
、
電
源

確
保
な
ど
の
訓
練
を
継
続
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
女
川
原
子
力
発
電
所
で

は
、
非
常
時
に
貯
水
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
原
子

炉
や
燃
料
プ
ー
ル
に
直
接
注
水
で
き
る
代

替
注
水
車
を
使
用
し
た
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、東
通
原
子
力
発
電
所
で
は
、原

（イメージ図）

■フィルター付格納容器ベント設備

万が一の事故で格納容
器の蒸気などを大気に
放出する際、フィルタ
ー装置（水と金属フィ
ルター）を介すること
で粒子状放射性物質の
放出量を1/1000以
下に抑制します。

防潮堤のかさ上げ工事（女川原子力発電所）

格納容器
から

大気放出

フィルター設備

子
炉
や
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
に
必
要
な

水
源
を
長
期
的
に
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
河
川
か
ら
の
取
水
訓
練
を
実
施
す

る
な
ど
、
緊
急
時
の
対
応
力
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。



これからも、安定した電気を
お届けするために

送配電カンパニーは、お客さまに安定して電気をお届けするため、
設備の日々の巡視や点検、経年設備の取替、停電の原因となる樹木の伐採などの

メンテナンスを確実に実施し、停電の未然防止に努めています。
また、さまざまな対策や訓練などにより、地震や台風などの自然災害時の

対応力強化を目指した取り組みを進めています。

▽ 

お
客
さ
ま
・
地
域
社
会
の
声
に
お
応
え
す
る  

◎ 

送
配
電
事
業
に
お
け
る
安
定
供
給
と
効
率
化

東北６県と新潟県の電気を守り、安定してお届けするために、日々
の巡視・点検やさまざまな訓練などを継続して行っています。
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
カ
ー

「
Ｂ
ｏ
ｒ
ｅ
Ｌ
ｏ（
ボ
レ
ロ
）」を

開
発
し
７
県
に
配
備

　
当
社
は
、
災
害
時
に
作
業
者
を
支
援
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
「
Ｂ
ｏ
ｒ

ｅ
Ｌ
ｏ（
ボ
レ
ロ
）」
を
導
入
し
、
東
北
６
県

と
新
潟
県
に
配
備
し
ま
し
た
。
２
０
１
６
年

８
月
、
台
風
10
号
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た

際
に
、
被
害
地
域
周
辺
の
宿
泊
施
設
が
被

災
し
た
う
え
、
通
信
環
境
が
不
安
定
と
な

り
、
復
旧
作
業
が
難
航
し
た
教
訓
を
も
と

に
、
作
業
に
従
事
し
た
従
業
員
か
ら
要
望
を

受
け
開
発
し
た
も
の
で
す
。

　
車
両
に
は
、
移
動
用
発
電
機
車
の
遠
隔

監
視
制
御
端
末
を
搭
載
す
る
こ
と
が
で
き
、

衛
星
電
話
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
を
備
え
て
い
ま

す
。
作
業
環
境
の
整
備
や
情
報
収
集
の
迅

速
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
災
害
時
の
復
旧

作
業
だ
け
で
な
く
、
深
夜
や
山
間
地
の
作
業

な
ど
に
幅
広
く
活
用
し
、
電
力
の
安
定
供
給

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

自
衛
隊
と
連
携
し

自
然
災
害
時
の
対
応
力
を
強
化

　
当
社
は
、
自
然
災
害
が
発
生
し
た
際
に
相

互
協
力
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
陸
上
自
衛

隊
東
北
方
面
隊
お
よ
び
東
部
方
面
隊
と
の
連

携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。協

定
に
基
づ
き
、
連
携
強
化
に
向
け
た
実
動
訓

練
も
複
数
回
行
っ
て
い
ま
す
。訓
練
で
は
、
当

社
が
開
発
し
た
空
輸
対
応
型
低
圧
応
急
用
電

源
車「
Ｔ
ｏ
Ｍ
ｏ
ｓ（
灯
）」の
運
転
操
作
や
、陸

上
自
衛
隊
の
大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
へ
の
積
み

下
ろ
し・機
内
固
定
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
８
年
８
月
に
は
、
新
た
に

海
上
自
衛
隊
舞
鶴
地
方
総
監
部
と
連
携
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
今
後
は
災
害

時
の
電
源
復
旧
活
動
を
行
う
際
の
資
機
材
・

人
員
の
海
上
輸
送
手
段
確
保
な
ど
、さ
ら
な
る

災
害
対
応
力
の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
自
衛
隊

と
の
連
携
に
基
づ
く

さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、

災
害
現
場
で
の
迅
速

な
対
応
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

を
契
約
す
る
特
別
高
圧
電
源
を
対
象
に
、

送
電
線
事
故
時
に
瞬
時
に
接
続
電
源
を
制
限

す
る
仕
組
み
（
以
下
「
Ｎ
‐
１
電
制
」）
の
適

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
従
来
、
送
電
線
の
運
用
は
、
送
電
線
１
回

線
が
故
障
し
た
場
合
な
ど
の
緊
急
時
で
も
他

の
送
電
線
で
電
気
を
供
給
で
き
る
よ
う
、
原

則
と
し
て
１
回
線
分
（
50
％
程
度
）
を
最
大

容
量
と
し
て
運
用
し
て
い
ま
し
た
。
適
用
を

開
始
し
た
「
Ｎ
‐
１
電
制
」
は
、
送
電
線
の

事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
１
回
線
分
の

容
量
ま
で
電
源
を
制
限
（
発
電
出
力
を
抑
制
）

す
る
こ
と
を
条
件
に
、
送
電
線
へ
の
電
源
の

接
続
量
を
最
大
２
倍
に
拡
大
す
る
効
果
が
期

待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
既
設
送
電
設
備
を

最
大
限
活
用
し
な
が
ら
電
源
の
接
続
可
能
量

を
拡
大
す
る
仕
組
み
で
す
。

　
当
社
は
今
後
も
、
電
力
広
域
的
運
営
推
進

機
関
に
お
け
る
議
論
の
動
向
を
注
視
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に
適
切

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

接
続
拡
大
に
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み

　
当
社
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
い
っ

そ
う
の
導
入
拡
大
を
図
る
観
点
か
ら
、
２
０

１
８
年
７
月
、
新
た
に
電
力
系
統
へ
の
接
続

ネットワークサポートカー「ＢｏｒｅＬｏ（ボレロ）」

日
々
、地
域
の
皆
さ
ま
の

信
頼
に
応
え
る
た
め
に

水
沢
電
力
セ
ン
タ
ー

　
配
電
技
術
サ
ー
ビ
ス
課  

阿
部 

陽

「より、そう、ちから。」を

カタチに

あ
べ
　  

み
な
み

　
岩
手
県
奥
州
市
な
ど
を
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
す

る
水
沢
電
力
セ
ン
タ
ー
で
、私
は
電
柱
な
ど
の
配
電

設
備
の
保
守
・
点
検
業
務
や
、
住
宅
の
新
築
や
リ

フ
ォ
ー
ム
時
に
お
け
る
電
気
配
線
の
調
査
業
務
な

ど
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
先
般
、
停
電
の
復
旧
作
業
で
お
客
さ
ま
宅
を
訪

問
し
た
際
は
、お
客
さ
ま
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
停
電
に
よ
る
不
便
さ
の
声
も
い

た
だ
き
、電
気
と
い
う
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
責
任

の
重
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
地
域
に
寄
り
添
う
活

動
と
し
て
、日
本
の
三
大
奇
祭
と
い
わ
れ
毎
年
２
月

に
開
催
さ
れ
る
「
黒
石
寺
蘇
民
祭
」の
後
片
付
け
を

１０
年
に
わ
た
っ
て
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
仮
設
小

屋
の
解
体
・
撤
去
作
業
や
境
内
の
清
掃
を
行
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、地
域
の
方
か
ら
「
毎
年
ほ
ん
と
う
に
助

か
っ
て
い
る
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、地
元
の
電
力
会

社
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
、
信
頼
関
係
を
築
き
上

げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
入
社
２
年
目
で
、ま
だ
技
術
力
・
体
力
と
も
先
輩

社
員
に
は
劣
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
現
場
経
験

を
積
ん
で
技
能
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、明
る
い

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
に
お
客
さ
ま
と
接
す
る
こ
と
が

で
き
る
配
電
ウ
ー
マ
ン
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

自衛隊のヘリコプターへの「ToMoS」
積み下ろし訓練 と

も
す

従来の運用 新たな運用

■N-1電制（送電線のイメージ：単純な２回線の場合）
緊急時に確保していた容量を活用することで、接続可能量を拡大。
送電線１回線事故時には電源の出力を抑制

太陽光

設備容量

運用容量 風力
火力

太陽光
風力
火力

50％を
緊急時用
に確保

接続可能量
を拡大



東北や新潟などの寒冷地でも高い加熱能力と安定性を
発揮する、加熱性能強化型空冷ヒートポンプ式熱源機

「HEATEDGE（ヒートエッジ）」。（東芝キヤリア掛川開
発センター）

22 NOW 2018

ニ
ー
ズ
に
よ
り
沿
う
料
金
プ
ラ
ン
を
多
数

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
４
月
に

提
供
を
開
始
し
た
「
よ
り
そ
う
プ
ラ
ス
フ
ァ

ミ
リ
ー
バ
リ
ュ
ー
」
は
、
家
電
製
品
や
冷
暖

房
機
器
の
ご
使
用
が
多
い
「
子
育
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
」
や
、
ご
家
族
が
日
中
在
宅
さ
れ
て
い

る
機
会
が
多
い
「
大
人
数
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
に

お
す
す
め
の
料
金
プ
ラ
ン
で
あ
り
、
ひ
と
月

の
電
気
の
ご
使
用
量
が
比
較
的
多
い
お
客

さ
ま
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
当
社
で
は
、
お
客
さ
ま
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
お
応
え
す
る
た
め
、
他
企
業
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
お

客
さ
ま
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ

う
、サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
当
社
は
、
お
客
さ
ま
の
多
様
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
お
応
え
す
る
た
め
、
お
客
さ
ま
の

お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
す
る
料
金
プ
ラ
ン
・

セ
ッ
ト
プ
ラ
ン

も
っ
と
便
利
！
も
っ
と
お
得
！

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス

「
よ
り
そ
う
ｅ
ね
っ
と
」

　
当
社
は
２
０

１
６
年
４
月
よ

り
、
会
員
制

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ

ス
「
よ
り
そ
う

ｅ
ね
っ
と
」
を

開
始
し
、
２
０

１
８
年
８
月
時

点
で
、
会
員
登

録
数
が
47
万
件
を
超
え
る
多
く
の
お
客
さ

ま
か
ら
ご
登
録
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
本
サ
ー
ビ
ス
は
、
毎
月
の
電
気
料
金
や

ご
使
用
量
の
確
認
を
い
つ
で
も
Ｗ
ｅ
ｂ
上

で
行
う
こ
と
が
で
き
、
お
客
さ
ま
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
ぴ
っ
た
り
合
う
料
金
プ
ラ

ン
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
７
月
か
ら
は
、会
員
継
続
年

数
に
応
じ
て
「
よ
り
そ
う
ｅ
ポ
イ
ン
ト
」
を

獲
得
で
き
る
「
よ
り
そ
う
継
続
ポ
イ
ン
ト
」

や
、東
北
６
県
と
新
潟
県
を
す
ご
ろ
く
で
楽

し
く
巡
り
な
が
ら
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
で
き

る
「
ご
当
地
た
べ
あ
る
き
グ
ル
メ
す
ご
ろ

く
」を
開
始
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、よ
り
多
く
の
お
客
さ
ま
に
ご
登

録
い
た
だ
き
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

「
H
E
A
T
E
D
G
E
」が

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
環
境
大
臣
表
彰
と

省
エ
ネ
大
賞
を
受
賞

　
当
社
と
東
芝
キ
ヤ
リ
ア
株
式
会
社
が
共

同
開
発
し
た
加
熱
性
能
強
化
型
空
冷
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
式
熱
源
機
「
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ

（
以
下
ヒ
ー
ト
エ
ッ
ジ
）」
が
、
環
境
省
に
よ

る
「
平
成
29
年
度
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

環
境
大
臣
表
彰（
技
術
開
発
・
製
品
化
部
門
）」

と
、
一
般
社
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
「
平
成
29
年
度
省
エ
ネ
大
賞
」

の
製
品
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
部
門
で
「
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ヒ
ー
ト
エ
ッ
ジ
は
、
東
北
６
県
と
新
潟
県

の
お
客
さ
ま
か
ら
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ

ム
の
加
熱
性
能
強
化
に
関
す
る
ご
要
望
に

お
応
え
す
る
と
と
も
に
、
環
境
性
や
省
エ
ネ

性
に
優
れ
た
同
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
普
及

拡
大
を
目
指
し
て
開
発
し
た
も
の
で
す
。

　
今
後
も
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及

拡
大
な
ど
を
通
じ
て
、
省
エ
ネ
型
社
会
の
構

築
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

■各種セットプランの紹介

お客さまのニーズにより沿う
充実したサービスをご提案
お客さまのニーズにより沿う
充実したサービスをご提案

　お客さまの多様なニーズにお応えし、
喜んでいただけるサービスの提供に努めています。
「よりそうeねっと」のサービス拡充をはじめ、

省エネ型社会の構築に向けた取り組み、
他企業との連携によるお得な料金のセットプランなど、

これからもお客さまの声により沿うサービスで、
豊かな暮らしをサポートしていきます。

　お客さまの多様なニーズにお応えし、
喜んでいただけるサービスの提供に努めています。
「よりそうeねっと」のサービス拡充をはじめ、

省エネ型社会の構築に向けた取り組み、
他企業との連携によるお得な料金のセットプランなど、

これからもお客さまの声により沿うサービスで、
豊かな暮らしをサポートしていきます。

▽ 

お
客
さ
ま
・
地
域
社
会
の
声
に
お
応
え
す
る  

◎ 

お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
提
案
活
動

　　　　　　　　　

東北電力・OCN光セット割

ホームセキュリティ、高齢者みまもりサポー
ト、まもるっく（モバイルみまもりセキュリ
ティ）とのお得なセットプラン

カメイおよびカメイ提携販売店の
LPガスとのお得なセットプラン

NTTコミュニケーションズの光インターネット
サービス「OCN 光」とのお得なセットプラン

ホームセキュリティや、マイドクタープラス（高齢
者見守り）、ココセコム（持ち歩けるセキュリティ
端末）とのお得なセットプラン

お得なセットプランお得なセットプラン

「
よ
り
そ
う
ｅ
ね
っ
と
」の

詳
し
い
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

「
ヒ
ー
ト
エ
ッ
ジ
」の

導
入
事
例
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

受付時間：月曜日～金曜日　午前9時～午後5時まで
※祝日、年末年始（12/29～1/3）を除く

【料金プラン問い合わせ窓口】東北電力コールセンター

0120-175-028

可
能
性
が
広
が
る

寒
冷
地
向
け
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

東
芝
キ
ヤ
リ
ア
株
式
会
社

　
技
師
長  

政
本  
努 
様

ま
さ
も
と
　
つ
と
む

　
当
社
は
、ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
技
術
を
幅
広
く
応
用
す
る
こ

と
で
、
省
エ
ネ
と
省
コ
ス
ト
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
に
、
東
北
電
力
と
共
同
開
発
し
た
低
外
気
温

地
域
に
お
け
る
加
熱
性
能
を
強
化
し
た
モ
デ
ル

「
H
E
A
T
E
D
G
E（
ヒ
ー
ト
エ
ッ
ジ
）」の
販
売
を
開
始
し

ま
し
た
。ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
、
低
外
気
温
度
下
に
お
け
る
加

熱
運
転
で
は
空
気
熱
交
換
器
に
霜
が
付
着
す
る
た
め
、
霜

を
溶
か
す
デ
フ
ロ
ス
ト
運
転
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、そ
の

際
、
加
熱
能
力
が
不
足
し
温
水
出
口
温
度
が
急
速
に
低
下

し
ま
す
。こ
れ
が
低
外
気
温
地
域
で
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
普
及

さ
せ
る
た
め
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
し
た
。

　
今
回
の
共
同
開
発
は
、
寒
冷
地
に
お
け
る
豊
富
な
実
績

と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
東
北
電
力
か
ら
、「
地
球
環
境
と
東
北

の
復
興
に
貢
献
す
る
機
器
を
と
も
に
作
ろ
う
」
と
ご
提
案

い
た
だ
き
実
現
し
ま
し
た
。東
北
電
力
が
行
っ
た
ニ
ー
ズ

調
査
に
基
づ
き
試
作
機
を
開
発
し
、
岩
手
県
の
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
フ
ィ
ー
ル
ド
試
験
を
実

施
し
ま
し
た
。工
場
内
の
試
験
室
で
は
再
現
で
き
な
い
降

雪
に
よ
る
影
響
を
、
稼
働
中
の
ホ
テ
ル
で
検
証
で
き
た
こ

と
は
大
き
な
自
信
と
な
り
、結
果
、デ
フ
ロ
ス
ト
運
転
中
の

加
熱
能
力
も
従
来
機
種
と
比
較
す
る
と
約
３
倍
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。寒
冷
地
向
け
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

の
開
発
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
韓
国
か
ら
の
反
響
も
大
き
く
、

今
後
、
海
外
で
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
た
提
案
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「より、そう、ちから。」を

カタチに

「よりそうeねっと」会員拡大に向けた取り組み

「地球温暖化防止活動環境大臣表彰」の表彰式の様子



「東北・新潟の活性化応援プログラム」の 2017 年特別助成団体に選定さ
れた秋田県大館市「釈迦内（しゃかない）サンフラワープロジェクト実行
委員会」。「ALL FOR CHILDREN ～すべては未来を担う子どもたちのため
に～」をコンセプトに、子どもたちと地域の未来を育む活動をしています。

24 NOW 2018

　
当
社
は
、
岩
手
県
・
秋
田
県
・
山
形
県
が

運
営
す
る
公
営
水
力
発
電
所
で
発
電
さ
れ

た
電
力
を
活
用
し
た
、
新
た
な
電
力
供
給
ブ

ラ
ン
ド
を
設
立
し
、
２
０
１
８
年
４
月
よ
り

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
３
県
が
運
営
す
る
公
営

水
力
発
電
所
か
ら
購
入
し
た
電
力
量
を
上
限

と
し
て
、３
県
そ
れ
ぞ
れ
の
電
力
供
給
ブ
ラ
ン

ド
の
要
件
に
該
当
す
る
企
業
な
ど
に
対
し
、通

常
の
電
気
料
金
よ
り
も
割
安
な
価
格
で
電
力

を
供
給
す
る
も
の
で
す
。東
日
本
大
震
災
に
よ

り
被
災
し
た
地
域
の
復
興
や
、
各
県
内
既
存

企
業
へ
の
支
援
・
新
た
な
企
業
の
進
出
に
よ

る
定
住
人
口
お
よ
び
雇
用
の
増
加
な
ど
、各
県

の
地
域
経
済
・
産
業
の
活
性
化
に
貢
献
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

岩
手
・
秋
田
・
山
形
県
と
の

新
た
な
電
力
供
給
ブ
ラ
ン
ド

の
設
立

ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
が

地
域
の
元
気
を
サ
ポ
ー
ト

「
ま
ち
づ
く
り
元
気
塾
Ⓡ
」

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
地
域
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。連
携
内
容

は
、産
業
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
、災
害
対
策
お

よ
び
地
域
の
安
全
に
関
す
る
こ
と
、
食
育
・
健

康
増
進
に
関
す
る
こ
と
、
子
ど
も
・
青
少
年
育

成
に
関
す
る
こ
と
な
ど
８
項
目
と
な
っ
て
お

り
、こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
、地
元
の
電
力
会
社

と
し
て
福
島
県
の
復
興
・
発
展
に
寄
与
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

福
島
の
復
興
、

地
域
活
性
化
に
向
け

包
括
連
携
協
定
を
締
結

　
当
社
は
２
０
１
７
年

７
月
、
福
島
県
と
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。福
島
県
と
当
社
が
互

い
に
連
携
・
協
力
し
な
が

ら
、
地
域
の
課
題
に
迅
速

か
つ
適
切
に
対
応
し
、
東

　「
ま
ち
づ
く
り
元
気
塾
Ⓡ
」
は
、
地
域
活
力

の
再
生
や
地
域
の
自
立
な
ど
に
取
り
組
む
団

体
に
対
し
て
、
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
各
分

野
の
専
門
家
を「
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
」

と
し
て
派
遣
し
、サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
で
す
。

２
０
０
６
年
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
32
の
団
体

の
個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
実
を
結
ん
で
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
７
年
は
、
農
事
組
合
法
人

湯
の
郷
（
岩
手
県
花
巻
市
）、
特
定
非
営

利
活
動
法
人 

能
代
観
光
協
会
（
秋
田
県

能
代
市
）、と
よ
ま
絆
の
会

（
宮
城
県
登
米
市
）、

城
下
町
高
田
花
ロ
ー
ド

実
行
委
員
会
（
新
潟
県

上
越
市
）
の
４
団
体
の

取
り
組
み
を
支
援
し
ま

し
た
。

地
域
課
題
の
解
決
に

力
を
尽
く
す
団
体
を
応
援

「
東
北
・
新
潟
の
活
性
化
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　
当
社
は
２
０
１
７
年
に
「
東
北
・
新
潟
の

活
性
化
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
創
設
し
ま
し

た
。
東
北
６
県
と
新
潟
県
の
各
地
域
で
、
地

域
産
業
の
振
興
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
再
生
・
活
性
化
、
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど

地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
自
主
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
を
、
助
成
金
に
よ
っ
て
サ

ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。
２
０
１
７
年
は
、

１
１
０
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
、
地
域
づ
く

り
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
有
す
る
公

益
財
団
法
人
東
北
活
性
化
研
究
セ
ン
タ
ー
や

社
外
の
専
門
家
が
審
査
を
行
い
、
計
７
団
体

（
特
別
助
成
団
体
１
件
／
１
０
０
万
円
、
助

成
団
体
６
件
／
各
30
万
円
）
に
対
し
、
助
成

を
行
い
ま
し
た
。

　
当
社
で
は
引
き
続
き
、地
域
に
寄
り
添
い
、

地
域
の
復
興
、
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
力

を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

地域がこれから
もっと元気に輝くために
　当社は地域社会の一員として、地域の活性化を応援する取り組みや

地域が抱える課題の解決に向けた活動へのサポートなど
地域の「元気」を引き出す活動に積極的に取り組んできました。

東北・新潟に根差した企業として、これからも地域の皆さまの活動が
より実りのあるものになるようお手伝いします。

▽ 

お
客
さ
ま
・
地
域
社
会
の
声
に
お
応
え
す
る  

◎ 

地
域
の
復
興
・
発
展
へ
の
貢
献

ひ
ま
わ
り
が
地
域
の

未
来
を
明
る
く
照
ら
す

「
東
北
・
新
潟
の
活
性
化
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」特
別
助
成
団
体

秋
田
県
大
館
市

「
釈
迦
内（
し
ゃ
か
な
い
）サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」

　
実
行
委
員
長  

日
景 
賢
悟 

様

「より、そう、ちから。」を

カタチに

ひ
か
げ
　   
け
ん
ご

　
私
た
ち
は
、
釈
迦
内
小
学
校
を
核
と
し
て
、
地
域
住
民
が
一

体
と
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
実
践
的
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
釈
迦
内
小
学
校
の
創
立
時
の
校
名
で
あ
る「
向
陽（
こ
う
よ
う
）

学
校
」に
ち
な
み
、こ
の
地
域
で
は
古
く
か
ら「
向
陽
」、つ
ま
り「
ひ

ま
わ
り
」と
い
う
言
葉
が
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。地
域
に
縁

の
あ
る
ひ
ま
わ
り
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
始
め
た
の
は
２
０

１
０
年
。地
域
の
耕
作
放
棄
地
を
借
り
上
げ
、地
域
住
民
と
子
ど

も
た
ち
が
一
緒
に
ひ
ま
わ
り
を
栽
培
。
秋
に
は
み
ん
な
で
刈
り
取

り
を
行
い
、収
穫
し
た
種
か
ら
ひ
ま
わ
り
油
を
作
り
、そ
れ
を
子

ど
も
た
ち
が
販
売
、得
ら
れ
た
収
益
を
子
ど
も
た
ち
の
体
験
学

習
な
ど
に
還
元
す
る
仕
組
み
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　「
東
北
・
新
潟
の
活
性
化
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
特
別
助
成
団

体
に
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
の
自
信
と
新
た
な
活
動
意
欲

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
種
か
ら
油
を
搾
る
工
程
だ

け
は
外
部
に
委
託
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
た
だ
い
た
特
別
助
成

金
の
一
部
を
活
用
し
、
搾
油
機
を
導
入
し
ま
し
た
。
旧
給
食
室

を
改
良
し
た
「
ひ
ま
わ
り
工
場
」
の
完
成
に
、
子
ど
も
た
ち
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
活
動
が
、子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
地
域
住

民
の
活
力
に
つ
な
が
れ
ば
、こ
の
釈
迦
内
地
区
は
ひ
ま
わ
り
の
よ

う
に
大
輪
の
笑
顔
の
花
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
思
い
ま
す
。そ
の

た
め
に
、こ
れ
か
ら
も
地
域
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
元
気
塾
Ⓡ
」
の
詳
し

い
内
容
や
活
動
事
例
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

「
東
北
・
新
潟
の
活
性
化
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

2017年の事例「とよま絆の会」の活動

ひまわり油を販売する「釈迦内サンフラワープロ
ジェクト実行委員会」の子どもたち

協定締結式で福島県内堀知事（右）と
当社原田社長（左）

３
県
と
設
立
し
た
電
力
供
給
ブ
ラ
ン
ド

◎
岩
手
県
「
い
わ
て
復
興
パ
ワ
ー
」

◎
秋
田
県
「
あ
き
た
Ｅ
ネ
！
」

◎
山
形
県
「
や
ま
が
た
希
望
創
造
パ
ワ
ー
」


